
畜
産
物
価
格
等
に
関
す
る
決
議 

 
我
が
国
の
畜
産
・
酪
農
経
営
は
、
依
然
と
し
て
担
い
手
の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
が
進
行
し
て
お
り
、
畜
産
物
の
生
産
基
盤

は
弱
体
化
し
て
い
る
。
ま
た
、
飼
料
等
の
資
材
価
格
の
高
騰
に
よ
り
生
産
コ
ス
ト
が
上
昇
し
て
い
る
一
方
で
、
畜
産
物
へ
の
価

格
転
嫁
は
十
分
と
は
言
え
ず
、
さ
ら
に
は
家
畜
伝
染
病
の
発
生
・
ま
ん
延
の
脅
威
に
常
に
晒
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
畜
産
・
酪
農

経
営
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
対
応
し
、
畜
産
・
酪
農
経
営
の
安
定
と
営
農
意
欲
の
維
持
・

向
上
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
畜
産
物
の
安
定
供
給
を
確
立
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。 

よ
っ
て
政
府
は
、
こ
う
し
た
情
勢
を
踏
ま
え
、
令
和
六
年
度
の
畜
産
物
価
格
及
び
関
連
対
策
の
決
定
に
当
た
り
、
次
の
事
項

の
実
現
に
万
全
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。 

一 

加
工
原
料
乳
生
産
者
補
給
金
に
つ
い
て
は
、
飼
料
等
の
資
材
価
格
の
高
騰
等
に
よ
り
酪
農
経
営
が
危
機
的
な
状
況
で
あ
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
中
小
・
家
族
経
営
を
含
む
酪
農
経
営
が
再
生
産
可
能
な
も
の
と
な
る
よ
う
単
価
を
決
定
す
る
こ
と
。
集
送

乳
調
整
金
に
つ
い
て
は
、
物
流
の
二
〇
二
四
年
問
題
を
始
め
と
す
る
輸
送
環
境
の
悪
化
を
踏
ま
え
、
条
件
不
利
地
域
を
含
め

て
確
実
に
あ
ま
ね
く
集
乳
を
行
え
る
よ
う
単
価
を
決
定
す
る
こ
と
。
総
交
付
対
象
数
量
に
つ
い
て
は
、
乳
製
品
向
け
生
乳
消

費
量
を
適
切
に
把
握
し
数
量
を
決
定
す
る
こ
と
。 

 
 

ま
た
、
酪
農
家
の
努
力
が
報
わ
れ
る
よ
う
畜
産
経
営
の
安
定
に
関
す
る
法
律
の
趣
旨
に
即
し
て
生
乳
の
需
給
の
安
定
を
図

り
、
酪
農
経
営
の
継
続
、
所
得
の
安
定
、
将
来
的
な
消
費
及
び
生
産
力
の
回
復
の
た
め
の
支
援
策
を
早
急
に
講
ず
る
こ
と
。

加
え
て
、
需
要
の
減
少
に
よ
り
高
水
準
で
在
庫
が
推
移
す
る
脱
脂
粉
乳
に
つ
い
て
は
、
需
給
状
況
を
慎
重
に
検
証
し
た
上
で

国
家
貿
易
に
よ
る
輸
入
枠
数
量
を
決
定
す
る
と
と
も
に
、
在
庫
低
減
対
策
等
の
取
組
を
支
援
す
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
国
産
チ
ー

ズ
の
競
争
力
強
化
に
取
り
組
む
こ
と
。 

二 

肉
用
子
牛
生
産
者
補
給
金
制
度
に
お
け
る
保
証
基
準
価
格
等
に
つ
い
て
は
、
中
小
・
家
族
経
営
を
中
心
と
す
る
繁
殖
農
家

の
努
力
が
報
わ
れ
、
営
農
意
欲
が
喚
起
さ
れ
る
よ
う
、
生
産
コ
ス
ト
の
上
昇
を
踏
ま
え
、
再
生
産
を
可
能
と
す
る
こ
と
を
旨



と
し
て
適
切
に
決
定
す
る
こ
と
。
ま
た
、
子
牛
価
格
が
低
迷
す
る
中
、
経
営
環
境
が
悪
化
し
て
い
る
肉
用
子
牛
生
産
者
の
経

営
改
善
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
肉
用
牛
の
生
産
基
盤
の
維
持
・
強
化
を
図
る
た
め
、
優
良
な
繁
殖
雌
牛
へ
の
更
新
等
を
支

援
す
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
物
価
上
昇
に
よ
り
需
要
が
減
退
し
た
和
牛
肉
の
需
給
の
改
善
を
図
る
た
め
、
和
牛
肉
の
消
費
拡
大

を
支
援
す
る
こ
と
。 

三 

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
豚
熱
の
発
生
予
防
及
び
ま
ん
延
防
止
に
つ
い
て
は
、
農
場
に
お
け
る
飼
養
衛
生
管
理
基

準
の
遵
守
の
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
農
場
の
分
割
管
理
の
導
入
等
の
取
組
を
支
援
す
る
こ
と
。
ま
た
、
ア
フ
リ
カ
豚
熱
等

の
家
畜
伝
染
病
の
侵
入
防
止
の
た
め
、
水
際
で
の
防
疫
措
置
を
徹
底
す
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
を
着
実
に
進
め
る
た
め
、

地
域
の
家
畜
衛
生
を
支
え
る
家
畜
防
疫
員
及
び
産
業
動
物
獣
医
師
並
び
に
輸
入
検
査
を
担
う
家
畜
防
疫
官
の
確
保
・
育
成
及

び
処
遇
の
改
善
を
図
る
こ
と
。
あ
わ
せ
て
、
農
場
の
経
営
再
建
及
び
鶏
卵
の
安
定
供
給
を
図
る
た
め
の
支
援
策
を
拡
充
す
る

こ
と
。 

四 

配
合
飼
料
価
格
の
高
止
ま
り
に
よ
る
畜
産
・
酪
農
経
営
へ
の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、
配
合
飼
料
価
格
安
定
制
度
を
安
定

的
に
運
営
す
る
と
と
も
に
、
生
産
現
場
に
お
け
る
負
担
の
実
態
や
離
農
・
廃
業
の
更
な
る
進
行
が
懸
念
さ
れ
る
危
機
的
な
状

況
を
踏
ま
え
、
こ
れ
を
回
避
す
る
た
め
に
必
要
な
対
策
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
国
産
濃
厚
飼
料
の
生
産
・
利
用
拡
大
や
、
耕

畜
連
携
及
び
飼
料
生
産
組
織
の
強
化
、
国
産
粗
飼
料
の
広
域
流
通
体
制
の
構
築
等
に
よ
り
、
国
産
飼
料
基
盤
に
立
脚
し
た
持

続
的
な
畜
産
・
酪
農
へ
の
転
換
を
強
力
に
推
進
し
、
飼
料
自
給
率
の
向
上
を
図
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
飼
料
穀
物
の
備
蓄
や
飼

料
流
通
の
合
理
化
に
よ
る
飼
料
の
安
定
供
給
の
た
め
の
取
組
を
支
援
す
る
こ
と
。 

五 

畜
産
・
酪
農
経
営
を
再
生
産
可
能
な
も
の
と
す
る
た
め
、
生
産
か
ら
消
費
に
至
る
食
料
シ
ス
テ
ム
全
体
に
お
い
て
畜
産
物

の
適
正
な
価
格
形
成
が
推
進
さ
れ
る
仕
組
み
の
構
築
を
図
る
と
と
も
に
、
消
費
者
の
理
解
醸
成
に
努
め
る
こ
と
。 

六 

畜
産
・
酪
農
経
営
の
省
力
化
を
図
る
た
め
、
ス
マ
ー
ト
技
術
の
導
入
や
デ
ー
タ
の
活
用
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
飼
養
管

理
方
式
の
改
善
等
の
取
組
を
支
援
す
る
こ
と
。
ま
た
、
中
小
・
家
族
経
営
の
酪
農
家
の
労
働
負
担
軽
減
の
た
め
に
不
可
欠
な

存
在
で
あ
る
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
に
つ
い
て
は
、
人
材
の
育
成
や
確
保
の
た
め
の
支
援
の
ほ
か
、
酪
農
家
が
利
用
し
や
す
く
す
る



た
め
の
負
担
軽
減
策
を
講
ず
る
こ
と
。 

七 
中
小
・
家
族
経
営
の
畜
産
農
家
・
酪
農
家
を
始
め
と
し
た
地
域
の
関
係
者
が
連
携
し
、
地
域
一
体
と
な
っ
て
収
益
性
の
向

上
を
図
る
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
、
現
場
の
声
を
踏
ま
え
つ
つ
、
生
産
基
盤
強
化
や
経
営
継
承
の
推
進
に

資
す
る
施
設
整
備
等
を
支
援
す
る
こ
と
。
ま
た
、
大
規
模
化
の
効
果
や
リ
ス
ク
を
十
分
に
分
析
し
た
上
で
、
飼
養
規
模
の
在

り
方
に
つ
い
て
検
証
し
、
現
場
と
情
報
の
共
有
を
図
る
と
と
も
に
、
構
成
員
の
既
往
債
務
に
つ
い
て
は
、
返
済
負
担
の
軽
減

に
向
け
た
金
融
支
援
措
置
等
の
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。 

八 

畜
産
物
の
輸
出
拡
大
に
向
け
て
、
畜
産
農
家
・
食
肉
処
理
施
設
・
食
肉
流
通
事
業
者
等
で
組
織
す
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が

取
り
組
む
食
肉
処
理
施
設
の
再
編
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
品
目
団
体
と
の
連
携
に
よ
る
販
売
力
の
強
化
等
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、
輸
出
対
応
型
の
畜
産
物
処
理
加
工
施
設
の
整
備
を
支
援
す
る
こ
と
。 

九 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
お
い
て
気
候
変
動
を
軽
減
す
る
た
め
の
対
策
が
求
め
ら
れ
、
我
が
国
に
お
い
て
も
二
〇
五
〇
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
家
畜
ふ
ん
堆
肥
の
利
用
推
進
や
高
品
質
化
、
家
畜
排
せ
つ
物
処

理
施
設
の
機
能
強
化
等
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減
に
資
す
る
取
組
を
支
援
す
る
こ
と
。 

十 

畜
産
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
普
及
・
推
進
体
制
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
家
畜
伝
染
病
予
防
法
の
定
め
る
飼
養
衛
生
管
理
基
準
や
新
た

に
策
定
さ
れ
た
飼
養
管
理
指
針
に
基
づ
き
、
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
に
対
応
し
た
家
畜
の
飼
養
管
理
の
普
及
・
推
進
を
図

る
こ
と
。 

十
一 

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
支
援
の
た
め
、
原
発
事
故
に
伴
う
放
射
性
物
質
の
吸
収
抑
制
対
策
及
び
放
射
性
物
質
に
汚

染
さ
れ
た
稲
わ
ら
、
牧
草
等
の
処
理
を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
。
ま
た
、
原
発
事
故
に
係
る
風
評
被
害
対
策
に
徹
底
し
て
取

り
組
む
こ
と
。 

右
決
議
す
る
。 


